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代 表 質 問

基
本
構
想
の
第
１

章
、
策
定
の
趣
旨
か
ら

第
５
章
の
施
策
の
大
綱
、
八
つ

の
街
づ
く
り
に
関
し
て
伺
う
。

街
づ
く
り
の
基

本
理
念
を
「
ふ
る

さ
と
を
守
り
育
て
、
活
力
や
文
化

の
薫
り
に
満
ち
、
心
安
ら
ぐ
街
づ

く
り
を
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

り
進
め
る
」
と
し
、
街
づ
く
り
の

テ
ー
マ
を
「
や
ち
ま
た
『
八
つ
の

街
づ
く
り
』
宣
言
」
と
し

「
八
」
に
ち
な
ん
で
施
策
の
大
綱

を
八
つ
に
区
分
致
し
ま
し
た
。

基
本
理
念
、
将
来
都
市
像
、

街
づ
く
り
宣
言
や
八
つ
の
施
策

大
綱
な
ど
か
ら
な
る
20
年
間
に

わ
た
る
基
本
構
想
は
、
現
下
の

社
会
情
勢
を
見
据
え
、
市
の
財

政
状
況
や
制
約
を
考
慮
し
、
で

き
る
限
り
、
私
の
公
約
や
政
策

を
織
り
込
み
な
が
ら
策
定
さ
れ

た
も
の
と
の
認
識
に
あ
り
ま
す
。

長
谷
川
市
長
の
４
期

16
年
間
で
掲
げ
た
政
策

の
実
現
度
は
如
何
か
伺
う
。

私
の
掲
げ
た
政

策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
着
実
に
実
行
で
き
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

各
小
学
校
区
に
児
童
ク
ラ
ブ

を
設
置
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助

成
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
小
学

校
６
年
生
ま
で
拡
充
、
富
山
十

字
路
や
川
上
小
学
校
付
近
の
交

差
点
改
良
、
来
春
に
は
一
部
供

用
開
始
で
き
る
八
街
バ
イ
パ
ス

事
業
も
実
施
、
八
街
幹
部
交
番

の
移
転
、
警
察
施
設
の
充
実
や

増
員
、
間
も
な
く
着
工
さ
れ
る

駅
前
交
番
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
八

街
駅
北
側
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
や
駅
舎
の
橋
上
化
、
八
街

中
央
中
学
校
の
武
道
館
建
設
、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
実

施
し
た
施
策
は
、
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
健
全
経
営
を
維
持

し
な
が
ら
市
民
の
福
祉
の
向
上

と
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
が
、
ほ
ぼ
公
約
ど

お
り
実
行
で
き
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

渋
滞
解
消
の
観
点
か

ら
市
内
の
右
折
レ
ー
ン

設
置
の
要
望
に
つ
い
て
伺
う
。

八
街
市
総
合
計

画
第
２
次
基
本
計

画
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
市

道
１
１
４
・
１
１
６
・
２
１
０

号
線
の
交
差
点
改
良
事
業
の
中

で
、
信
号
機
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
１
１
６
号
線
に
右
折
レ

ー
ン
を
設
け
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
24
年
度
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
道
４

０
９
号
の
四
木
入
口
交
差
点
に

つ
い
て
は
、
地
元
説
明
会
が
開

催
さ
れ
地
元
関
係
者
に
協
力
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
開

設
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
開
場
の
時
期
に
合
わ
せ
て

の
住
野
十
字
路
の
右
折
レ
ー
ン

設
置
を
望
む
が
如
何
か
。

平
成
25
年
４
月

に(

仮
称)

酒
々
井

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
も

あ
る
国
道
４
０
９
号
と
主
要
地

方
道
富
里
・
酒
々
井
線
の
交
差

す
る
住
野
十
字
路
の
交
差
点
改

良
に
つ
い
て
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続

き
県
へ
積
極
的
に
要
望
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区
制
度
の
あ
り
方
や

役
割
・
機
能
を
検
討

し
、
新
し
い
地
域
自
治
体
制
の

確
立
を
図
る
と
謳
わ
れ
て
い
る

が
、
い
か
な
る
方
向
性
を
求
め

る
の
か
伺
う
。

市
民
の
価
値
観

な
ど
が
多
様
化

し
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意

識
も
希
薄
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
さ
ら
に
核
家
族
や
高
齢
化

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
す
る
機
会
が
と
れ
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
区
等
へ
の
加

入
率
が
年
々
低
下
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
や
役
割
・
機
能
を
再
確

認
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地

域
行
事
を
活
性
化
す
る
情
報
提

供
及
び
地
域
の
中
心
と
な
る
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
、
市
民
意
識
の

高
揚
に
努
め
、
同
じ
地
域
に
住

む
市
民
の
連
携
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
、
地
域
力
の
向
上
が

図
れ
る
よ
う
一
層
の
支
援
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

八
街
市
民
意
識
調
査

で
、
優
先
的
実
施
施
策

の
１
位
は
交
通
安
全
や
防
犯
と

な
っ
て
お
る
こ
と
か
ら
防
犯
体

制
の
強
化
や
防
犯
活
度
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。市

内
で
活
動
さ

れ
る
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
団
体
の
活
動
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
必
要
と
な
る
帽
子
や
腕

章
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
な
ど

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
監
視

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
導
入
し
た
青

色
回
転
灯
付
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
を
活
用
す
る
と
共
に
、
地

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
の
連
携

で
「
見
せ
る
防
犯
活
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
防
犯
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
区
長
会
議
や
、
さ
く
ら
防

犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
交
換

等
で
呼
び
か
け
、
地
域
の
防
犯

活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
参

加
団
体
の
結
成
に
向
け
、
警
察

署
と
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

鳥
獣
の
被
害
や
鳥
獣
駆

除
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
は
本

年
３
月
の
調
査
で
は
全
体
で
約

４
７
０
万
円
の
被
害
報
告
を
受

け
、
そ
の
う
ち
約
60
％
が
カ
ラ

ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
本
市
で
は
毎
年
、
佐
倉
猟
友

会
八
街
支
部
及
び
川
上
支
部
の

協
力
で
カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施

し
、
本
年
は
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
６
回
実
施
し
１
０
８
羽

の
カ
ラ
ス
を
駆
除
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
カ
ラ
ス
以
外
の

鳥
獣
被
害
に
も
備
え
、
駆
除
対

策
等
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

住める街から住みたい街への
実現に向けて
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